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館長、越沼課長補佐兼市民交流係長 

議 題 議題1 西東京市合築複合化基本プラン策定に向けた提言(案)について 

会議資料の

名 称 
資料1 西東京市合築複合化基本プラン策定に向けた提言(案) 

記 録 方 法 □全文記録 ■発言者の発言内容ごとの要点記録 □会議内容の要点記録 

会議内容 

 

○座長： 

・開会挨拶 

 

○事務局： 

・傍聴に当たっての注意事項の確認 

 

（配布資料の確認） 

 

 

議題1 西東京市合築複合化基本プラン策定に向けた提言(案)について 

○座長： 

それでは、事務局から提言(案)の説明をお願いします。 

 

○事務局： 

・資料１：提言(案)の前回からの変更点を説明 

◇１頁の１段落目の５行目、「６つの組織･団体」を「５つの」に訂正。 

◇３頁上段の「機能イメージ図」下に防災機能について※で追記。 

◇４頁中段「３ 各機能についての基本的な考え方」の冒頭文中にある「４つの機能」

「２つの機能」の直後に各々対応する項目番号を追記｡ 

◇９頁のＢ案の「長所･期待」欄に、「公民館機能の新たな可能性が期待できる」を追

記。 

◇11頁のＤ案のタイトルを「バランス型」から「抑制型」に変更。 

◇12～13頁の附帯意見に（２）と（５）の２項目を追加。 

◇35頁に前回懇談会の議論の概要を記載。 

◇54～56頁に前回懇談会の委員提出資料を追加。 

 

○座長： 

事務局から修正、追記した箇所の説明がありました。確認いただいて懇談会の提言と



させていただきたいと思います。よろしいでしょうか。 

 

○委員Ａ： 

13頁の附帯意見（５）は、私が前回申し上げた内容と少し違っています。私はこの

前、３館合築を市民会館でつくることには無理があって、この案 

には反対であるということを申し上げたはずですが、その部分が変わってし 

まっています。 

 

○座長： 

この懇談会では、あの場所で合築するのであればということで議論をしてきているの

で、そのニュアンスはこれで表現できていると思っています。 

 委員のご意見を変えようとはしておらず、この懇談会が「市民会館でやるのであれ

ば」ということで、４案を考えているわけです。 

 

○委員Ａ： 

その４案が、無理だというか、反対だということを前回言ったわけです。 

 

○事務局： 

前回の懇談会でＡ委員からいただいたご意見の中では、３館合築は基本的に無理であ

るという意見もあったということを書き加えてもらいたいと伺っておりまして、それを

踏まえて記載させていただいております。 

 

○委員Ａ： 

それならば「基本的には無理がある」というふうに書き加えていただけますか。そう

すれば、３館合築そのものが無理で、反対であると解することができるようになると思

います。 

 

○事務局： 

それでは、「３館を合築することには基本的には無理がある」という表現でよろしい

でしょうか。 

 

○委員Ａ： 

はい。 

 

○座長： 

それでは、今の点を変更して、案の字を取る方向でやりたいと思います。 

 13頁の「無理がある」の部分を「３館合築することには基本的には無理がある」と変

更するということでよろしいですね。 

 

 ≪異議等なし≫ 

 

○座長： 

それでは、これで本懇談会としては、提言として提出したいと思います。どうも長き



にわたってありがとうございました。 

 最後に事務局から連絡事項はありますでしょうか。 

 

○事務局： 

・変更箇所の確認等 

◇提言書の最終版は紙ベースで郵送により送付する。 

・議事録の確認 

◇本日第５～７回分を配布。特に訂正意見等なかったため確定とする。 

 

○座長： 

それでは、昨年７月から今回まで、懇談会９回、視察１日と、大変タイトなスケジュ

ールで、年末年始も挟み、皆さんもそれぞれ大変お忙しい時期を挟んでということにな

りましたけれども、本日これを迎えられましたのも、皆さんのご協力の賜物でございま

す。どうもありがとうございました。 

 それでは、これで終わりとさせていただきます。お疲れ様でした。 

 

 

以上 

 


